
2022-23年度
国際奉仕カンボジア訪問記

2021-22年度（米山晴敏会長）

カンボジア王国 シュムリアップ州

タプー村 タプー小学校



アンコールワット

のあるシムリアッ

プ市から約９０キ

ロ離れたところに

ある小学校です。



井戸設置の経緯

2020-21年度のリエンポン村での井戸設置事

業が知れ渡り、シュムリアップ州環境課から８

か所の小学校に井戸設備を設置してほしいとの

要請がありました。その中から、最も井戸事業

が必要と思われるタプー小学校に設置すること

に決定しました。

シュムリアップ市から車で３時間。

この村までの道が整備されてなく、SUV等の

オフロード車両でなければ困難なところにあり

ます。



タプー小学校の
生徒たち



使えなくなった井戸
この井戸は、ある団体により寄贈された井戸だそうですが、

乾季には水量が不足し、雨季でも濁った水しか出ず、トイレ

の水洗用として利用するしかないそうです。



小学校のトイレ
小学校のトイレはこの１つしかありません。

カンボジアではこのような光景は珍しいことではありません。



井戸掘削作業

・深度60Ｍで透明な水が出ました。この地域は、澄んだ水のある水脈が深く、

何度か水質をチェックしながら掘り進めて行きました。



水洗場建設
・新しい手洗場を作りました。

・検査の結果、多少濁りがはあるが飲料として問題はないとのことでしたが、

念のため浄水フィルターも取り付けました。



井戸の完成





歓迎式典

感謝状を頂きました。

‘きれいな水を大切に使いたい’

との事でした。
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